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青谷の歴史と海・川・砂丘の関わり
青谷かみじち遺跡土曜講座「ぶらっと青谷歴史学」

◆
青
谷
小
学
校
　
青
谷
上
寺
地
遺
跡
ク
ラ
ブ
に

よ
る
収
蔵
展
示
室
見
学
の
様
子

出
土
品
に
つ
い
て
の
解
説
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
す

◆青谷高校「青谷学」
　青谷調査室の職員による課外授業
　「倭人の食卓に学ぶ」の１コマ

◆青谷中学校　職場体験わくわく青谷
発掘調査の測量方法や弥生土器の図面
の取り方などを体験

調
査
再
開
、
期
待
と
緊
張
高
ま
る
！

青谷上寺地遺跡の発掘調査最新情報
青谷上寺地遺跡の Facebook や鳥取県埋蔵文化財セ
ンターのホームページに随時掲載！お楽しみに !!

青谷町内に
考古キッズ
急増中 !?

　
先
日
、
青
谷
調
査
室

に
、
畑
で
発
見
し
た
自

慢
の
一
品
を
見
て
欲
し

い
と
小
学
生
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
見
せ
て
く

れ
た
の
は
黒
曜
石
の
カ

ケ
ラ
。
山
陰
地
方
で
は

島
根
県
「
隠
岐
の
島
」

で
し
か
採
れ
な
い
石

で
、
縄
文
時
代
に
石
鏃

の
材
料
と
し
て
青
谷
町

に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
お
母
さ
ん
も

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
青
谷
上
寺
地
遺
跡
の

こ
と
を
学
ぶ
機
会
が

多
い
青
谷
町
内
の
小
・

中
・
高
等
学
校
の
生
徒

た
ち
。
今
、
青
谷
小
学

校
の
青
谷
上
寺
地
遺
跡

ク
ラ
ブ
の
子
供
の
間
で

は
「
土
器
・
石
器
探
し
」

が
ブ
ー
ム
な
の
だ
そ
う

で
す
。
遺
跡
で
の
学
び

や
体
験
、
遊
び
な
ど
を

き
っ
か
け
に
、
ふ
る
さ

と
青
谷
の
歴
史
や
文
化

に
興
味
を
も
つ
子
供
が

増
え
て
い
る
の
を
感
じ

ま
す
。

子
供
の
頃
に
縄
文
土
器

を
見
つ
け
た
こ
と
が
あ

る
の
だ
と
嬉
し
そ
う
に

　
青
谷
上
寺
地
遺
跡
を
様
々

な
視
点
か
ら
紐
解
く
人
気
講

座
「
青
谷
か
み
じ
ち
遺
跡
土

曜
講
座
」。
お
か
げ
さ
ま
で

今
年
十
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
今
年
度
第
一
回
は
土
曜
講

座
と
し
て
は
初
の
野
外
講
座

を
開
催
。
青
谷
調
査
室
の
職

員
が
ガ
イ
ド
役
と
な
り
、
現

代
の
青
谷
の
町
に
残
る
、
砂

丘
、
川
の
痕
跡
、
古
青
谷
湾

の
渚
な
ど
を
探
り
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。

　
と
っ
と
り
弥
生
の
王
国
調
査
整
備
活

用
委
員
会 

第
二
回
整
備
活
用
部
会
を

六
月
二
九
日
（
木
）
に
開
催
。

　
今
回
の
部
会
で
は
、
発
掘
調
査
の
現

場
を
見
学
し
た
後
、
改
め
て
青
谷
上
寺

地
遺
跡
の
特
徴
を
整
理
。
そ
の
魅
力
を

高
め
、
活
か
す
た
め
の
取
り
組
み
や
、

こ
れ
か
ら
必
要
と
な
る
施
設
の
内
容
な

ど
、
様
々
な
こ
と
を
検
討
し
ま
し
た
。

青
谷
上
寺
地
遺
跡

活
用
整
備
方
針
の

検
討
進
む


